




■小学校

選択校（指定校） 29年度
（現６年生）

30年度
（現５年生）

31年度
（現４年生）

２年度
（現３年生）

３年度
（現２年生）

４年度
（現１年生）

合計

選択者数 0 0 0 0 0 0 0

対象者数 6 11 12 8 5 12 54

選択割合（％） 0 0 0 0 0 0 0

選択者数 7 11 9 14 10 15 66

対象者数 14 16 13 15 14 16 88

選択割合（％） 50.0 68.8 69.2 93.3 71.4 93.8 75.0

選択者数 2 0 0 0 1 0 2

対象者数 5 2 2 4 2 2 17

選択割合（％） 40.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 11.8

選択者数 7 13 10 16 11 10 67

対象者数 14 20 17 20 17 12 100

選択割合（％） 50.0 65.0 58.8 80.0 64.7 83.3 67.0

選択者数 2 1 2 3 1 0 9

対象者数 4 3 5 4 1 2 19

選択割合（％） 50.0 33.3 40.0 75.0 100.0 0.0 47.4

選択者数 2 3 0 1 2 2 10

対象者数 6 7 7 4 5 2 31

選択割合（％） 33.3 42.9 0.0 25.0 40.0 100.0 32.3

選択者数 1 1 2 1 1 1 4

対象者数 14 16 13 15 14 16 88

選択割合（％） 7.1 6.3 15.4 6.7 7.1 6.3 4.5

選択者数 0 0 0 0 1 0 1

対象者数 7 2 2 11 3 5 30

選択割合（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 3.3

選択者数 0 0 0 0 0 0 0

対象者数 0 0 0 0 0 0 0

選択割合（％） 0 0 0 0 0 0 0

選択者数 0 1 0 0 0 0 1

対象者数 0 1 2 0 1 0 4

選択割合（％） 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0

■中学校

選択校（指定校） ２年度
（現３年生）

３年度
（現２年生）

４年度
（現１年生）

合計

選択者数 10 4 3 17

対象者数 13 6 5 24

選択割合（％） 76.9 66.7 60.0 70.8

船木小（万倉小）
（宗方、黒五郎）

　　　　　　　　　入学時　就学学校選択届出数の推移

小羽山小(藤山小）
（藤山２７）

藤山中（桃山中）
(鵜の島14-1.2,57-1,57₋１₋
１₋１,57-2,3,4）

西岐波小（川上小）
(川上12区)

恩田小（琴芝小）
（琴芝1,1-5.1-10)

岬小(恩田小）
(恩田7-1,7-2,7-3)

神原小(琴芝小）
(琴芝3,3-11,4,4-2,15,40
,40-1)

神原小(恩田小）
（恩田27-4)

新川小（鵜ノ島小）
(鵜の島14-1.2,57-1,57₋１₋
１₋１,57-2,3,4）

常盤小（琴芝小）
（琴芝1,1-5.1-10)

小羽山小(新川小）
（新川１５－１）

資料３



７－１区
７－３区

７－２区

１区

１－７区

１－１区

１－１０区１－５区

１区

１－８区

３区

３－１１区４区

４－２区

１５区

４区

４０区

４０－１区

２７－４区

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●
上宇部中学校

神原中学校

常盤中学校

中央部（琴芝・神原・見初・恩田・岬）
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川上

川上小学校

川上中学校

西宇部小学校

厚東

西宇部

厚南

宇部市　中央部

鵜の島
14-1,2区
57-1から
57-4区

鵜の島
41区から56区
58区から64区

半径2Ｋｍ

半径2Ｋｍ

半径2Ｋｍ

半径2Ｋｍ
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学校の規模や配置に関するアンケート調査について

１ 実施期間  令和４年６⽉２４⽇（⾦）〜７⽉１０⽇（⽇）
２ 実施方法  Webによるアンケート
３ 対象者     小中学校児童生徒及び未就学児の保護者

  学校運営協議会委員（教職員・保護者除く）
  小学校５年生及び中学校２年生
  うべ未来モニター登録者

４ 回答率
■一般（小中学生及び未就学児の保護者、学校運営協議会委員）

回答者数 2,761人(配付数13,117)
 回答率   21.0％
（同一世帯が２割から３割程度あることを勘案すると26％〜30％）

■うべ未来モニター

 回答者数 401件（登録者数868人）
 回答率  46.2％

■児童生徒（小学5年生及び中学2年生）

 電子申請1,898件（配付数2,523）
 回答率  75.2％

【参考資料】



■一般回答（小中学生及び未就学児の保護者、学校運営協議会委員）
問１ あなたの年齢区分をお答えください。

問２ あなたの居住する地区（校区）をお答えください。

年代別割合では、４０代が４４.１％、３０代が３９.６％で３０代、４０代合わせると
８３.７％となっている。
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2.3%

4.2%
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未回答

年代別割合



問３ あなたは、小学校１学級の児童数としては、何人くらいが望ましいと思いますか。

※単式学級の学校：岬・見初・鵜ノ島

※北部地域：厚東・二俣瀬・小野・船木・万倉・吉部

小学校１学級の児童数として全体では、26〜30人が40.3％と最も多く、次に21〜25人の34.2％となり、単式
学級の学校のある市街地地域では21〜25人、26〜30人が３０％程度の割合であり、北部地域では16〜20人
が34.6％となっている。

0.5%
2.0%

12.9%
34.2%

40.3%
8.8%

0.6%
0.5%
0.1%

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

10人以下
11〜15人
16〜20人
21〜25人
26〜30人
31〜35人
36人以上

その他
未回答

全 体

0.6%
3.6%

24.9%
33.1%

31.4%
3.6%

2.4%
0.6%
0.0

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

10人以下
11〜15人
16〜20人
21〜25人
26〜30人
31〜35人
36人以上

その他
未回答

市街地地域（単式学級）

5.4%
13.8%

34.6%
22.3%

16.9%
5.4%

0.0
1.5%

0.0

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

10人以下
11〜15人
16〜20人
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未回答

北部地域



問４ 小学校の１学年の学級の構成としてはどれくらいが適切だと思いますか。

※単式学級の学校：岬・見初・鵜ノ島

※北部地域：厚東・二俣瀬・小野・船木・万倉・吉部

小学校の1学年の学級構成としては、全体では２〜3学級が79%と最も多く、単式学級の学校のある市街地地
域では、その割合が更に高く88.2％。北部地域では57.7％となり、全体や小規模校のある地域いずれにおい
ても２〜３学級の割合が高い結果となっている。

1.7%

4.5%

79.0%

12.6%

2.0%

0.3%

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

複式学級
1学級

2〜3学級
4学級以上

その他
未回答

全 体

6.2%

31.5%

57.7％
0.8%

3.8%

0.0%

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

複式学級
1学級

2〜3学級
4学級以上

その他
未回答

北部地域

0.6%

9.5%

88.2%

0.0%

1.8%

0.0%

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

複式学級
1学級

2〜3学級
4学級以上

その他
未回答

市街地地域（単式学級）



問５ 小学校の規模を考えるうえで、あなたが大切だと思う点をお答えください(3つ以内に〇)

※単式学級の学校：岬・見初・鵜ノ島

※北部地域：厚東・二俣瀬・小野・船木・万倉・吉部

21.4%
8.3%
9.0%

13.1%
6.5%

5.9%
16.4%

2.7%
12.5%

3.9%
0.3%
0.1%

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

きめ細やかな教育が受けられる
学校行事で一人ひとりが活躍できる

異なる学年同士が交流する機会が多い
クラス替えができる

クラス同士で切磋琢磨できる
大勢で様々な活動ができる

多様な考えに触れる機会が多い
家庭的な雰囲気の中で勉強ができる
多様な学習形態の授業が受けられる

地域との連携が深まる
その他
未回答

全 体

23.4%
8.2%

11.2%
13.3%

6.2%
5.4%

12.9%
3.2%

10.5%
5.4%

0.2%
0.0

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

きめ細やかな教育が受けられる
学校行事で一人ひとりが活躍できる

異なる学年同士が交流する機会が多い
クラス替えができる

クラス同士で切磋琢磨できる
大勢で様々な活動ができる

多様な考えに触れる機会が多い
家庭的な雰囲気の中で勉強ができる
多様な学習形態の授業が受けられる

地域との連携が深まる
その他
未回答

市街地地域（単式学級）

23.1%
13.0%
13.0%

7.1%
3.3%

4.3%
13.9%

2.7%
6.5%

11.7%
1.4%

0.0%

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

きめ細やかな教育が受けられる
学校行事で一人ひとりが活躍できる

異なる学年同士が交流する機会が多い
クラス替えができる

クラス同士で切磋琢磨できる
大勢で様々な活動ができる

多様な考えに触れる機会が多い
家庭的な雰囲気の中で勉強ができる
多様な学習形態の授業が受けられる

地域との連携が深まる
その他
未回答

北部地域



問６ あなたは、中学校の１学級の生徒数としては、何人くらいが望ましいと思いますか。

※単式学級の学校：岬・見初・鵜ノ島

※北部地域：厚東・二俣瀬・小野・船木・万倉・吉部

小学校の規模を考えるうえで大切と思う点について、全体では「きめ細やかな教育が受けられる」
「多様な考えに触れる機会が多い」「クラス替えができる」の順に高い割合を示している。「きめ細やかな
授業が受けられる」については、小規模校のある地域においても同様に一番割合が高く、単式学級の学校の
ある市街地地域では続いて「クラス替えができる」「多様な考えに触れる機会が多い」が同程度の割合が見
られる。また北部地域では続いて「多様な考えに触れる機会が多い」「学校行事で一人ひとりが活躍でき
る」「異なる学年同士が交流する機会が多い」が同程度の割合が見られる。

0.1%
0.9%

8.3%
26.3%

46.6%
16.3%

0.9%
0.4%

0.1%

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0

10人以下
11〜15人
16〜20人
21〜25人
26〜30人
31〜35人
36人以上

その他
未回答

全 体

0.6%

1.2%

8.9%

33.1%

37.3%

16.0%

2.4%

0.6%
0.0

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

10人以下
11〜15人
16〜20人
21〜25人
26〜30人
31〜35人
36人以上

その他
未回答

市街地地域（単式学級）

0.0%

5.4%

26.9%

33.1%

23.8%
8.5%

2.3

0.0

0.0

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

10人以下
11〜15人
16〜20人
21〜25人
26〜30人
31〜35人
36人以上

その他
未回答

北部地域



問７ 中学校の１学年の学級の構成としては、どれくらいが適切だと思いますか。

※単式学級の学校：岬・見初・鵜ノ島

※北部地域：厚東・二俣瀬・小野・船木・万倉・吉部

中学校１学級の生徒数として全体では、26〜30人が46.6％と最も多く、単式学級の学校のある市街地地域で
は、21〜25人、26〜30人が３3〜37％程度の割合であり、北部地域では21〜25人が3３.1％となっている。

1.0%

3.1%

36.3%

53.6%

3.8%

2.0%

0.3%

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

複式学級
1学級

2〜3学級
4〜5学級

6学級以上
その他
未回答

全 体

1.2％
4.7%

42.6%

48.5%

1.2%

1.2%

0.6%

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

複式学級
1学級

2〜3学級
4〜5学級

6学級以上
その他
未回答

市街地地域（単式学級）

0.8%

17.7%

64.6%

13.8%

0.8%

2.3%

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

複式学級
1学級

2〜3学級
4〜5学級

6学級以上
その他
未回答

北部地域



問８ 中学校の規模を考えるうえで、あなたが大切だと思う点をお答えください(３つ以内に〇）

※単式学級の学校：岬・見初・鵜ノ島

中学校の1学年の学級構成としては、全体では４〜５学級が53.6％と最も多く、続いて２〜3学級が36.3％、
単式学級の学校のある市街地地域では４〜５学級と２〜3学級の割合の差が少なく、北部地域では２〜3学級
が64.6%となり、全体や小規模学校の地域で若⼲差がみられるものの、４〜５または２〜３学級が適切の割
合が高くなっている。

20.3%

7.4%

4.3%

12.1%

9.2%

7.1%

18.7%

1.6%

16.2%

2.7%

0.3%

0.1%

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

きめ細やかな教育が受けられる
学校行事で一人ひとりが活躍できる

異なる学年同士が交流する機会が多い
クラス替えができる

クラス同士で切磋琢磨できる
大勢で様々な活動ができる

多様な考えに触れる機会が多い
家庭的な雰囲気の中で勉強ができる
多様な学習形態の授業が受けられる

地域との連携が深まる
その他
未回答

全 体

19.6%
8.0%

4.2%
13.5%

9.3%
8.0%

17.5%
1.1%

15.6%
3.4%

0.5%
0.0

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

きめ細やかな教育が受けられる
学校行事で一人ひとりが活躍できる

異なる学年同士が交流する機会が多い
クラス替えができる

クラス同士で切磋琢磨できる
大勢で様々な活動ができる

多様な考えに触れる機会が多い
家庭的な雰囲気の中で勉強ができる
多様な学習形態の授業が受けられる

地域との連携が深まる
その他
未回答

市街地地域（単式学級）



※北部地域：厚東・二俣瀬・小野・船木・万倉・吉部

※単式学級の学校：岬・見初・鵜ノ島

中学校の規模を考えるうえで大切と思う点について、全体においても小規模校のある地域別においても「き
め細やかな教育が受けられる」「多様な考えに触れる機会が多い」の順に高い割合を示しており、全体と単
式学級のある市街地地域では続いて「多様な学習形態の授業が受けられる」が高い割合となっている。ま
た、北部地域においては続いて「学校行事で一人ひとりが活躍できる」「多様な学習形態の授業が受けられ
る」が同程度の割合でとなっている。
問９ 児童生徒数が少ない小規模校の対応として、どの方法が適当だと考えますか。
（２つ以内に〇）

21.4%12.0%
6.7%
7.5%
8.1%

7.0%
17.3%

1.9%
10.9%

5.8%
1.1%

0.3%

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

きめ細やかな教育が受けられる
学校行事で一人ひとりが活躍できる

異なる学年同士が交流する機会が多い
クラス替えができる

クラス同士で切磋琢磨できる
大勢で様々な活動ができる

多様な考えに触れる機会が多い
家庭的な雰囲気の中で勉強ができる
多様な学習形態の授業が受けられる

地域との連携が深まる
その他
未回答

北部地域

29.1%

33.9%

6.1%

28.7%

1.7%

0.4%

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

通学区域を変更する
他校との交流や連携を深める

近隣の学校の分校にする
近隣の学校と統合する

その他
未回答

全 体

36.3%

31.6%
5.1%

24.8%

2.1%

0.0

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

通学区域を変更する
他校との交流や連携を深める

近隣の学校の分校にする
近隣の学校と統合する

その他
未回答

市街地地域（単式学級）



※北部地域：厚東・二俣瀬・小野・船木・万倉・吉部

問１０ 小学校の配置の見直しを進めるうえで、特に重視するべき点は何ですか。

※単式学級の学校：岬・見初・鵜ノ島

小規模校の対応として、全体では「他校との交流や連携を深める」「通学区域を変更する」
「近隣の学校と統合する」の割合が３０％前後となっている。単式学級の学校のある市街地地域において
は、「通学区域を変更する」の割合が高く36.3%となっている。また、北部地域においては、「他校との交
流や連携を深める」の割合が41.6%と高くなっている。

21.9%

41.6%
5.1%

24.7%

4.5%

2.2%

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

通学区域を変更する
他校との交流や連携を深める

近隣の学校の分校にする
近隣の学校と統合する

その他
未回答

北部地域

18.9%
34.3%

19.5%

21.9%

4.1%

0.6%

0.6%

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

児童生徒数や学級数
通学距離・通学時間

通学の安全性
学校施設の充実・安全性

学校と地域のつながり
その他
未回答

市街地地域（単式学級）

21.3%

27.3%

25.5%

20.5%

3.9%

1.0%

0.5%

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0

児童生徒数や学級数
通学距離・通学時間

通学の安全性
学校施設の充実・安全性

学校と地域のつながり
その他
未回答

全 体



※北部地域：厚東・二俣瀬・小野・船木・万倉・吉部
小学校の配置の見直しを進めるうえで、特に重視すべき点として全体では、「通学距離・通学時間」
「通学の安全性」「児童生徒数や学級数」の順となっている。小規模校のある地域においても「通学距離・
通学時間」の割合が一番高いが、単式学級のある市街地地域では、続いて「学校施設の充実・安全性」の割
合が高くなっている。また、北部地域では、「通学距離・通学時間」「児童生徒数や学級数」「通学の安全
性」が同程度の割合となっている。

22.0%

23.5%

21.2%

11.4%

14.4%

3.8%

3.8%

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

児童生徒数や学級数
通学距離・通学時間

通学の安全性
学校施設の充実・安全性

学校と地域のつながり
その他
未回答

北部地域



市民ワークショップで出された意見 

（午前の部） 

◆１班 

・近隣の学校との交流を増やす。 

・学校の名称を一律にする。（一体感の醸成） 

・スクールバスの充実。バス通学を認める。 

・クラス編成は、先生の目の行き届く人数に。 

◆２班 

・自由な学校の選択ができるとよい。 

 小規模の学校の子どもたちが大きな学校にも行ける。また、その逆など。 

 そのための支援策を考えていく（就学する間の住居のレンタルなど） 

学校は各校の魅力を発信していくことで好循環となるとよい。 

◆３班 

・将来的には校区の見直しが必要になる。 

・宇部市内を３つに分けて大きな学校にしてうまく回していく。 

登校する日としない日を決めて、登校しない日はタブレットを利用しリモート

で授業を受けるなど。 

・先生のレベルを上げる。教育のレベルを上げるため先生を育てる。 

◆４班 

・校区の変更や統廃合必要。 

・先生の数が少ない。新任の先生に学童の体験をしてもらうなどもするとよい。 

・学校・保護者・地域が繋がれる仕組みづくりが必要 

◆５班 

・教育予算をたくさん取る。先生方の人数増やす。 

・子どもの発達面から人数を考える。先進国は２５人から２０人にしようとして

いる（目が行き届く） 

・先生の労働環境の改善（部活顧問・事務仕事など） 

・施設（体育館やプールなど）何校かで共有。 

・通学の距離など勘案し、地域を再編成する。 

・学校を自由選択制にする。 

・教育目標達成のためには、地域・PTA の努力も必要 

◆６班 

・小規模校ほど地域と学校の結びつきが強い。 

・違う学校に通ってみる（大規模校・小規模校の良い面・悪い面の体験）。 

 

 

キーワード（まとめの中で共通したワード） 

・学校間の交流（ＩＣＴの活用） 

・地域との連携 

・学校統合・地域の再編 

・自由選択制 

・専門家の活用（専門職・地域人） 

・スクールバスの充実（公共交通） 

《差替(追記)分》 



◆７班 

・先生が１０人に１人いると充実するのでは。 

・１学年１クラスだと入れ替わりない→統合して２．３クラスになるとよい。 

・タブレットの活用（保護者との書類のやり取り多すぎる。→先生の働き方改革） 

◆８班 

・国際化に対応必要。 

・地域と保護者は協力したいと待っているが、学校の運営は先生中心 

・先生の労働環境の改善→新しいことやれない（先生に要望出しにくい） 

◆９班 

・先生方の負担が多い。 

・１クラスは２０人くらいが望ましい。 

・様々な学びの場、個人に合わせた教育ができるとよい。 

 

（午後の部） 

◆１班 

・学校に行かなくても、授業を受けられるようにする。 

・少人数学級の良さ。 

◆２班 

・学校と地域の連携（体験授業を増やす） 

・他校とのふれあい必要（他校を知ることは子どもたちにとって刺激になる） 

・リモート授業の促進 

・学校の自由選択制（特色ある校風の促進） 

◆３班 

・学校で楽しく学ぶためには授業の多様性必要→専門職員の配置 

・他校との交流。ICT の活用 

・地域人材の活用（もっと学校に取り込む） 

・教育面・財政面からも、学校再編は必要 

・小学校を核としたコミュニティから、中学校を中心としたコミュニティに変え

ていく（下関・周南など他市では進んでいる） 

・義務教育学校制度の導入 

・学校規模としては、文科省の示している学校の規模が必要。その中で少人数学 

級の推進 

◆４班 

・適正規模を生み出す。そのためには、未来の宇部市の教育をどう考えているの

か、市長・教育長の考えを聞きたい→強いリーダーシップ必要 

・先生の数が不足している（労働環境の改善）→統廃合必要 



・社会性はぐくむ教育が必要（税金・社会保障・少子化の恐ろしさなど）→地域

に残りたいと考える子どもたちを育てる。 

・専門の先生の活用（情報教育など） 

・地域での教育の推進→コミスクの見直し、修正必要 

 

◆５班 

・規模の適正化。自由度のアップ→宇部市を東西南北で４校にする。統廃合の推

進 

・その代わりに教育環境を整える。スクーリング制の導入。ICT の活用。 

・毎日学校に行かなくてもよい→外に出て体験活動を増やす。 

・専門職の活用→学習は効率的にやりながら、地域とのかかわり増やす。地域の

中で育てる。 

・学校に行きやすい環境の整備→スクールバスや、公共交通の充実。 

◆６班 

・他校の授業を受けられるようにする。大規模↔小規模 

・学校の中に子どもの特性に合った居場所の提供。 

・統廃合を進めるうえでスクールバスなど、送迎システムの充実。 

・子どもの夢の実現のため統廃合進めたうえで、部活を増やす、グローバル教

育・ＩＣＴ教育に力を入れる。 

 →外部講師による様々な授業展開 

◆７班 

・学校の先生の多忙化の解消→地域の力を借りる（地域人材の活用） 

・近隣の学校間の情報の共有や授業を共同で行う。 

◆８班 

・小規模校では地域との交流盛ん。学校と地域のつながりもっと深める。 

・ICT（タブレット）のさらなる活用が必要 

・校区割を柔軟に。特認校制度の見直し→北部から市内へもあってもよい。 

・そのためにはスクールバスの充実 

・統廃合については、子どものためになっているのか、地域とともに考えていく

必要がある。 


